
長野県
F i l e  N o. 04

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 2,110 1,856 1,970 1,912 1,791
採用予定者数 542 525 539 541 528

▼︎�受験者数等推移

求める教員像

○教育者としての使命感と責任感を持ち，社会人として規律を遵守する人
○教育への情熱を持ち，真摯に子どもを理解しようとする人
○豊かな人間性と広い視野，確かな人権意識を持ち，子どもや保護者の思いに共感できる人
○同僚や保護者，地域の方々と協力し，共に汗を流し行動する人
○創造性と積極性があり，常に向上し続けようとする，心身のたくましさを持っている人
○幅広い教養と教科等の専門的な知識・技能を持ち，柔軟に対応することができる人
○探究的な学びや，校内外での様々な活動に対して，積極的に取り組むことのできる人

出願期間 公開日　令和７年４月11日（金）　電子申請　令和７年４月14日（月）～５月７日（水）

試験日程

１次試験　試験日　［小・中・特］令和７年６月28日（土）・29日（日）　［高］令和７年６月28日（土）
　　　　　合格発表日　令和７年７月16日（水）
２次試験　試験日　［小・中・特］令和７年７月28日（月）～８月１日（金）の指定した日　
　　　　　　　　　［高］令和７年８月４日（月）～８日（金）の指定した日
　　　　　合格発表日　令和７年８月29日（金）

年齢制限 昭和41年４月２日以降に生まれた者

募集教科
［小］　［中］国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語　［高］国語，地理歴史，公民，数学，
理科，保健体育，芸術（音楽，美術，書道），外国語（英語），農業，工業，商業，家庭，情報，福祉　［特］　［養］　［栄］

特記事項

■身体に障がいのある人を対象とした教員選考　■スポーツの技能や実績のある人を対象とした教員選考　令和８
年３月31日現在49歳以下で，規定の要件を満たす者。校種・特別選考により試験の免除・追加あり。■社会人を対
象とした選考　次の①，②において［小・中・特］は１次の教職を免除，［高］は１次の小論文を免除。①教職（常勤・非
常勤講師を含む）経験者を対象とした選考　②民間企業等経験者を対象とした選考　■特別選考　①補欠合格者等
を対象とした選考　１次を免除。②大学推薦選考　［小・中・特］志願者対象。１次の教職と個人面接を免除。③発達
障がい児童生徒特別支援のための選考　［小・中］志願者対象。１次の教職と個人面接を免除。④博士号取得者を対象
とした選考　［中・高］数学，理科，[高]農業，工業，情報志願者対象。［中］の１次は筆記と個人面接を免除。［高］の１
次は筆記と小論文を免除し２次は個人面接を３回実施。⑤正規教員経験者を対象とした選考　［小・中・特］は１次の
教職と個人面接を免除。［高］は１次の小論文を免除。⑥英語資格所有者を対象とした選考　［中・高］英語志願者対象。
１次の筆記を免除，［高］は小論文も免除。⑦学級担任経験のある小学校教諭受験者を対象とした選考　１次の筆記
と個人面接を免除。⑧学級担任経験のある中学校教諭受験者を対象とした選考　１次の筆記と個人面接を免除。⑨
中学校複数免許所有者を対象とした選考　［小・中］志願者対象。１次の筆記と個人面接を免除。⑩特別支援学校教諭
免許状を有する者で，複数の免許状所有者を対象とした選考　［特］志願者対象。１次の筆記と個人面接を免除。

新規情報

■秋試験　信州UIJターン秋試験を実施。■初任給　大卒約311,000円，修士修了約351,000円（諸手
当含む）。■初任者研修　初任者研修は学校長のマネジメントの下，校内に複数の教員によるメンターチ
ームを組織して伴走型で指導。学校外に豊富な教員経験を持つ研修コーディネーターを配置してメンター
チームへ指導や研修のノウハウを提供。■へき地／離島／寒冷地勤務　研修あり。■懲戒処分の指針　
HPで公開。■部活指導の地域移行　現在調査中。

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 8,251 1,554 184

不登校（人） 3,019 4,041 845

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数

面　積 13,562 ㎢
人　口 1,970,876人
県の花 りんどう
県の木 しらかば
県の鳥 らいちょう
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　長野県では今年度から一般教養がなくなり，教職

教養のみの出題となった。そのようななか，教職教

養では例年通り，小・中学校（以下，義務）と高校

ともに五択形式での出題となったが，義務では教育

心理と教育史が初めて出題された。

　学習指導要領について，義務では小学校学習指導

要領解説総則編から「第3章 第4節 児童の発達の支

援」に関する問題が出題された。

　教育原理（人権教育，学校安全等）のうち，人権

教育について，義務では「人権教育・啓発に関する

基本計画」（2011年）に関する問題が出題された。安

全教育について，高校では「第3次学校安全の推進に

関する計画」（2022年）を問う問題が出題された。

　生徒指導について，義務では「令和5年度 児童生

徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関す

る調査結果について」（2024年）から暴力行為発生

件数に関する問題が出題された。

　教育時事について，義務では「『令和の日本型学

校教育』の構築を目指して」（2021年）から「第Ⅰ

部 総論」に関する問題が出題された。また，「教育

再生実行会議 第十一次提言 概要」に関する問題も

出題された。高校ではご当地問題が頻出であり，今

年度は，「第4次長野県教育振興基本計画」（2023年）

から「第3編 これからの長野県教育のあり方」に関

する問題が出題された。

　教育法規について，義務では頻出の地方公務員法

から第30，31，32条が出題された。また，学校教

育法やいじめ防止対策推進法も出題されている。高

校では，要注意の教育職員等による児童生徒性暴力

等の防止等に関する法律から第9，10条が出題され

たほか，教育基本法や学校教育法，いじめ防止対策

推進法等も出題されている。

　教育心理について，義務では心理学の理論（ワト

ソン等），発達（ピアジェ），学習（ソーンダイク）

に関する問題が出題された。

　教育史について，義務では西洋教育史からルソー

やフレーベル，エレン・ケイ等が，日本教育史から

鈴木三重吉等が，それぞれ出題された。

▶【義務】教育法規は地方公務員法
▶【高校】教育時事で頻出のご当地問題
▶【高校】要注意の性暴力防止法

＊「地域」には「教育時事」も含まれる。
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